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～ はじめに ～ 

 

本市におきましては、少子高齢化と同時に人口減少が進行する中、共働き世帯

の増加や核家族化など、子どもや子育て家庭を取り巻く環境は依然として厳し

い状況が続いております。 

更には、新型コロナウイルス感染症の広がりにより、子育て世代にとっては、

これまで以上に生活への不安等を抱える状況となっております。 

このような状況の中、本市では、コロナ禍を共に乗り越える「富田林版応援施

策」として、各事業者への支援はもとより、子育て世代をはじめとする市民の皆

様への支援にも努めているところです。特に、コロナ禍における教育施策に関し

ては、今年度中に児童・生徒一人一台の学習用端末を整備するとともに、今後は、

ＩＣＴ機器を活用したオンライン授業の研究など、新しい学習スタイルに向け

て取り組みを進めてまいります。 

また、この度、内閣府が全国自治体による SDGｓの達成に向けた取組みを公募

され、本市が「健康」をテーマにして提案した「富田林発！『商助』によるいの

ち輝く未来社会の実現プロジェクト」が「SDGｓ未来都市」「自治体 SDGｓモデル

事業」に選定されました。このプロジェクトのもと、市民は自身の健康、企業は

従業員や経営面の健康等、あらゆる主体が活躍できる社会の「健康」づくりの取

組みを進める予定としております。 

今後とも、市民一人ひとりが幸せを感じ、暮らしに笑顔が溢れ、健やかな生活

が次世代へとつながる、自然、歴史、文化に彩られた「麗（うるわし）のまち富

田林」の実現をめざし、各施策の推進を図ってまいります。 

とりわけ、子育て・教育施策に関しては、これまでの「子育てするなら富田林」

をより一層推進し、今日、社会問題となっている児童虐待や子どもの貧困対策を

含め、子どもの命と健やかな成長を守る施策を充実させ、学校園、行政、地域、

家庭の連携を強化し、すべての子どもたちを地域で育てる環境を醸成していき

たいと考えております。 

また、急激に進むグローバル社会に対応できるよう、すべての子どもたちの学

力向上を図り、自己肯定感を高めていく施策について重点的に取組んでいきた

いと考えております。 

更には、子どもたちへの伝統文化の継承や、若者たちが生き生きと活躍できる

ような場の創設、文化芸術活動に対する支援等を行い、「元気なふるさと富田林」

を創造していくための生涯学習施策にも取組んでまいります。 

今後は、教育委員会との連携を密にし、この教育大綱に基づき、一丸となって、

本市教育行政の推進に努めてまいります。 

富田林市長  村 善 美 
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１．教育大綱策定の趣旨、及び対象期間 

 

平成２７年４月施行の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の

３の規定に基づき、市と教育委員会がこれまで以上の連携を図り、教育行政を推

進していくため、国の教育振興基本計画の基本的な方針を参酌し、地方公共団体

の実情に応じた「教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱」を策

定することとされました。 

 

本市では、市長と教育委員が教育行政について議論する場である「総合教育会

議」を開催し、平成２８年９月に令和元年度までを対象期間とした「富田林市教

育大綱」を策定いたしました。 

 

今般、対象期間の到来を迎え、教育行政を取り巻く環境の変化等を踏まえ、「子

育てするなら富田林」、「こどもが元気に育つ富田林」をめざし、市長の所信表明、

並びに本市の「総合ビジョン、及び総合基本計画」との整合性を図り、総合教育

会議において、市長と教育委員による意見交換、及び議論を重ね、本市の教育に

関する基本方針として、第２期富田林市教育大綱を策定しました。 

 

なお、本教育大綱の対象期間については、令和２年度～令和６年度までの５年

間とし、PDCA サイクルによる検証を行い、事業の改善に取組んでまいります。 

また、国や府の動向、社会情勢の変化に応じ、総合教育会議において協議調整し、

必要に応じて見直しも行います。 

 

 

≪ 参 考 ≫ 

 

関係法令条文（抜粋） 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（平成 26 年 6 月 20 日改正） 

第１条の３ 地方公共団体の長は、教育基本法第１７条第１項に規定する基本

的な方針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び

文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下単に「大綱」という。）を定める

ものとする。 
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２．教育大綱の策定にあたって 

 

今日、児童虐待や子どもの貧困対策などが社会問題となる中、あらゆる機関が

地域と連携し、子育て世代の保護者を孤立させないために、子育てを支えあうた

めのコミュニティの構築が重要となっております。 

また、近年、急激に進展するグローバル化や情報化社会において、子どもたち

には、解決が困難な課題に対し、他者と協働しながら解決を図っていく力が必要

であり、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力、チャレンジ精神等

の資質や能力が求められております。 

今後は「地球上の誰一人取り残さない」とするＳＤＧｓの理念を踏まえ、市民

との共有、協働した取組みを進め、市民の誰もが自分らしい生き方を実現できる

よう、生涯にわたって学び続けることのできる環境づくりが必要です。 

このような中、本市におきましては、これらの取組みを進めるにあたりアンケ

ートなどを通じ、子どもたちの声を受け止めるための広聴活動や子どもたちへ

の積極的な情報発信に取組んでまいります。 

 

 

 

３．基本理念 

 

 

 

 

 

自然、歴史、文化に彩られた「麗（うるわし）のまち富田林」で生まれ育つ子

どもたちには、地域の方々との温かいふれあいや学校教育を通して、自己肯定感

の高揚や郷土愛を育み、自分の夢や希望に向かって、自らの可能性を広く伸ばし

ていくことができる人に育って欲しいと願っております。 

市民の誰もが自分らしく生き、笑顔で幸せな人生が送れることを願い、「夢と

希望が輝き、笑顔あふれるまち 富田林」の具現化をめざすことを本教育大綱の

基本理念とします。その上で、６つの基本方針を策定し、各方針に基づいた重点

取組みを進めてまいります。 

 

 

 

 

「夢と希望が輝き、笑顔あふれるまち 富田林」 
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４．６つの「基本方針」と各方針における重点取組 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ「確かな学力」を育みます 

 

≪グローバル社会に対応できる資質・能力の育成≫ 

幼稚園、小・中学校での英語教育や異なる国や文化に慣れ親しむ教育を通じて、主体

的にコミュニケーションを図ろうとする力など、急激に進むグローバル社会に対応で

きる資質・能力を育みます。 

 

≪全ての子どもの学力向上に向けた取組み≫ 

子どもの学力向上については、誰ひとり取り残さない教育の実現に向け、不断の授

業改善に取り組むとともに、習熟度別学習などを活用し、きめ細かな指導に努めます。 

 

≪教職員の資質・能力の向上≫ 

学校園の教育力向上のため、教職員の研修等の機会を充実し、その資質・能力の向上

を図ります。 

 

≪ＩＣＴ環境などの学習環境の整備≫ 

子ども一人ひとりに応じた学びを実現するため、一人一台端末をめざしたＩＣＴ環

境など、計画的な学習環境の整備に努めます。 

 

≪様々な教育課題への対応≫ 

地球温暖化をはじめとする環境問題や子どもたちの防災意識を高める防災教育など、

様々な教育課題に取組み、子ども一人ひとりが自ら考え行動できる力の育成に努めま

す。 

 

基本方針１             

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成を図り

ます。 
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Ⅱ「豊かな心」を育みます 

 

≪人権感覚醸成のための取組み≫ 

子どもたちの人権に対する正しい理解や自他ともに認めあえる人権感覚の向上を図

るため、教育活動全体を通じて、人権尊重の教育を実施します。 

 

≪人間性豊かな子どもの育成≫ 

道徳教育の充実を図り、お互いの「生命・人格・人権」を大切にし、他者を思いやる

心や生命を尊重する心を持った、人間性豊かな子どもの育成に取組みます。 

 

≪自己肯定感を高める教育の充実≫ 

これからの時代に求められる「学びに向かう力、人間性」等の資質・能力を育成する

とともに、様々な成功体験を通じて、自己肯定感を高める教育の充実に努めます。 

 

 

 

Ⅲ「健やかな体」を育みます 

 

≪体力向上に向けた取組みの充実≫ 

子どもの体力向上のため、運動に親しみ、意欲的に体力づくりに取り組むことがで

きるよう、子どもたちの運動習慣の確立に努めます。 

 

≪子どもたちの感染症予防と健康観察の促進≫ 

新型コロナウイルスなどの感染症予防のための正しい知識・理解を深め、日常生活

の中から、手洗い、うがい、バランスのとれた食事や適度な運動など、感染症対策の態

度や技能を育てます。また、日常的に子どもたちの健康状態を観察し、体調不良や心理

的ストレスや悩みなど、心身の健康問題を早期に発見して適切な対応を図ってまいり

ます。 
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≪安全な学校給食の提供と食育の推進≫ 

安全な食材を使用し、栄養バランスの取れた学校給食を提供することにより、子ど

もたちの健康の保持増進に努めます。子どもたちが食に関する正しい知識と望ましい

食習慣を身に付けることができるよう、食育に取組みます。 

 

≪学校給食における食物アレルギー対応食の提供≫ 

食物アレルギーを有する子どもが、他の子どもたちと同じように学校給食を楽しむ

ことができるよう、食物アレルギー対応食の提供を推進します。 
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≪学校施設の安全性の強化≫ 

学校園施設が安全で快適に過ごすことができるよう、施設の老朽化対策や防災機能

の強化等、安全性の確保に向けて取組みます。 

 

≪通学路の安全対策とボランティアの育成≫ 

子どもたちの安全確保のため、地域の方々や関係課とも連携し、通学路の安全対策

に取組みます。また、「子どもの安全見まもり活動」にご協力いただいている方々の交

流やボランティアの育成に努めます。 

 

≪いじめを許さない学校づくり≫ 

いじめ問題については、「富田林市いじめ問題対策委員会」と各学校の連携を密にし、

未然防止・早期発見・早期対応のための対策を講じるとともに、関係諸機関と連携して

きめ細かな対応に努め、いじめを許さない学校づくりを推進します。 

 

≪不登校児童生徒へのサポートと学習支援の場の充実≫ 

不登校児童生徒に対して、適応指導教室「すこやかスクール YOUYOU」やスクールソ

ーシャルワーカーなどを活用し、関係機関とも連携を図り、学校復帰をめざした取組

みを進めてまいります。 

 

≪外国にルーツのある子どもやその保護者への支援≫ 

外国にルーツのある子どもが在籍する教育現場において、日本語指導員の派遣など

を実施するとともに、関係機関とも連携し学校生活及び保護者への支援に努めます。 

 

≪支援教育の推進≫ 

特別なニーズのある子どもたちに対しては、福祉や医療など関係機関と連携を図り、

適切な支援や指導に取組みます。 

基本方針２             

子どもたちの安全・安心を最優先し、保護者・地域から

も信頼される「学校園づくり」に努めます。 
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≪幼児期から大学までの相互連携による継続した子育て支援≫ 

幼稚園・保育所等や小学校・中学校の相互の連携を図り、様々な機会に交流や体験を

通して、円滑で切れ目のない接続を図るとともに、さらには高校・大学等との連携を進

めます。 

 

≪家庭教育への支援≫ 

子どもの教育に関して重要な役割を果たす家庭教育については、各家庭の自主性を

尊重しつつ、その支援に努めます。また、男女共同参画の観点からも子育てに関するさ

まざまなテーマを取り上げた学習を実施し、家庭教育支援に取組みます。 

 

≪幼保連携による子育て支援の充実≫ 

幼稚園・保育所等の連携や交流を図り、一人ひとりの子どもに応じた健全な発達を

育む幼児教育に取り組むとともに、子育て部局とも連携を密にし、子育て支援に努め

ます。 

 

≪幼稚園教育の推進≫ 

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」については、持続可能な運営のため

の長期的な見通しや展望を持って、就学前教育の充実と見直しを進めます。 

 

≪子どもたちのスポーツ・文化活動の推進≫ 

子どもたちが、健やかに成長し、心豊かに生きる力を育めるよう、自然やスポーツ、

文化・芸術など様々な分野で地域の参画・協力を得ながら、体験・交流などの学習活動

を実施します。 

 

 

 

基本方針３ 

家庭教育を支援し、地域、関係機関とも連携を図りなが

ら、地域に根差した教育を推進します。 



- 9 - 

≪協働・連携による増進型地域福祉の推進≫ 

近年、少子化や核家族化の増加により、学校以外での集団生活が希薄化するなど、子

どもたちを取り巻く環境が変化する中、子どもたちのコミュニケーション能力を養う

ためには、世代間交流等の取組みが重要であります。 

そのため、地域の理想の姿を共有し、実現をめざす増進型地域福祉推進のために実

施されている校区交流会議を通じ、学校と地域住民・福祉活動団体・福祉専門機関等と

の協働・連携を進めてまいります。 

 

≪世代間交流の推進≫ 

子どもから高齢者までの世代間交流を図ることで、次の時代を担う新しい世代づく

りを進めるとともに、どの世代にも自分の知識や経験を活かし、生涯にわたり学び活

躍できる教育を推進します。 

 

≪学校における余裕教室の有効活用≫ 

学校と地域の連携を図り、「子ども安全見まもり活動」や「すこやかネット」の活動

を支援するとともに、活動の場として学校における余裕教室の活用について検討して

まいります。 

 

≪災害時における学校施設の利用≫ 

非常災害時において、避難所となる学校施設が効果的に活用できるよう、校舎、屋内

運動場、校庭等の利用方法等の計画策定に向け、防災担当部局に協力していきます。 

 

≪学校給食を通した地域との連携≫ 

広く市民が参加できる「ふれあい学校給食試食会」を通して、地域との連携や食文化

について理解を深める取組みを進めます。 

 

≪子育て支援を地域で支え合うためのコミュニティの構築≫ 

子育て支援に関する様々な地域団体とも連携し、子育て世代の保護者同士の交流・

情報交換の場を提供し、子育て家庭の孤立を防ぎ、子どもの健全育成につながるよう

に努めます。 
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≪きらめき創造館を拠点とした生涯学習の展開≫ 

きらめき創造館を「若者の育成拠点」「生涯学習推進拠点」となるよう、若者の居場

所事業や市民の学ぶきっかけ、学び直しとなる生涯学習事業を展開していきます。 

 

≪図書館事業の充実≫ 

市民の誰もが、本に親しみ、読書を楽しみ、本を使って学ぶ喜びが体験できるよう、

図書館を中心に関係機関とも連携し読書環境の充実に努めます。 

 

≪子どもが読書に親しむことができる環境づくり≫ 

子どもの読書環境においては、２０１７年度に策定した第２次子ども読書活動推進

計画に基づき、家庭、地域、学校、図書館における読書環境の整備に努めます。 

 

≪公民館活動の充実と市民交流の場づくり事業の展開≫ 

市民の多様な学習意欲に対応するため、公民館での主催講座の充実を図るとともに、

学習を通じた交流や自主的な学習への支援に努めます。とりわけ、市民交流（市内の東

西南北交流）に重点をおいて事業を実施してまいります。 

 

≪若者の市政への参画≫ 

若者世代が富田林の未来を考え、まちづくりに参加できる新たな仕組みづくりの創

設に取組みます。 

  

 

 

 

 

基本方針４ 

生涯にわたり、豊かな人生が送れるよう、生涯学習環境

を整備します。 
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≪トップアスリートとの連携などを活かした 

あらゆる世代のスポーツ活動の推進≫ 

市民スポーツ、障がい者スポーツの振興に取組み、トップアスリートとの連携を図

ることにより、スポーツやレクリエーションへの関心を高め、市民の誰もが健康で充

実した生活を送ることができるように努めます。 

 

≪伝統文化の継承と芸術文化に親しむ機会の充実≫ 

子どもたちへの伝統文化の継承や、若者たちの文化芸術活動に対する支援を行うと

ともに、市民が芸術文化に親しむことのできる機会の充実に努めます。 

 

≪富田林ミュージアムの推進≫ 

市民が創造した芸術作品を様々な施設等に展示する富田林ミュージアムを推進する

ことで、文化芸術の振興と醸成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針５ 

市民一人ひとりが健康で充実した生活が送れるよう、市

民文化・スポーツの推進を図ります。 
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≪文化財や歴史遺産の保存と活用≫ 

本市ならではの歴史的風土や資源を活かし、地域の貴重な文化財や歴史遺産の保存

と活用・啓発に努めます。 

 

≪郷土の魅力の再発見と継承≫ 

郷土の魅力や伝統ある歴史文化について再発見できる機会の充実に努め、次世代に

継承できるように取組みます。 

 

≪郷土資源の活用≫ 

市民が郷土の魅力を再発見できるよう、関係部局とも連携・協力し郷土資源の活用

を図ります。 

 

≪「富田林寺内町」を拠点とした町並み保存と活用・啓発≫ 

本市に大阪府内で唯一の国の重要伝統的建造物群（重伝建）地区である「富田林寺内

町」があることを活かし、全国の重伝建地区がある自治体と相互に連携を図り、町並み

の保存や活用・啓発に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針６ 

歴史的風土を活かした文化財の保存と活用に努めます。 


